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籠田公園公民連携事業出店利活用事業者選定委員会（以下「選定委員会」という。）

では、令和４年５月 24日に第２回選定委員会を開催し、応募者の提案内容について

厳正かつ公正な審査を行い、優先交渉権者を決定した。 

本審査講評は、選定委員会におけるこれまでの審議、審査の過程及び結果につい

て公表するものである。 

 

令和４年６月 13日 

籠田公園公民連携事業出店利活用事業者選定委員会 

委員長 横山 晴男   
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第１ 審査体制 

本市は籠田公園公民連携事業出店利活用事業者の審査にあたり、選定委員会を

設置した。選定委員会では、応募者から提案された事業内容に対し審査を行い点

数の高い順に最優秀提案を決定した。選定委員会の委員は以下のとおりである。 
 氏名 所属 

委員長 横山 晴男 都市基盤部長 

委員 鈴木 広行 都市政策部長 

委員 浅井 隆 公園緑地課長 

 

第２ 選定委員会の開催経過 

日時 会議名 主な議題 

令和４年 

５月 10日 
第１回選定委員会 

・審査の流れについて 

・審査項目について 

・提案審査の配点について 

令和４年 

５月 24日 
第２回選定委員会 

・優先交渉権者決定につい

て 
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第３ 審査の方法 

１ 審査の内容 

⑴ 資格審査 

応募者が、募集要項に示す参加資格の要件を満たしているかどうかを審査す

る。１項目でも要件の未達項目があれば失格とする。また、応募者の実施体制

等について審査を行い、市の要求を満たさないと評価された場合、応募者は提

案審査に参加することはできない。 

⑵ 提案価格の確認 

応募者の提案価格が、市の指定した金額と比較しそれを上回っているか確認

を行う。市が設定する基準価格は募集要項に記載するとおりである。 

⑶ 事業提案審査 

加点審査 

加点評価については、市が特に重視する項目を評価項目として設定し、こ

れらに関して、優れた工夫や配慮がされている提案、その他、独自性、革新

性の高い提案に対して、提案内容の具体性や実現可能性の観点から評価す

る。 

加点評価の採点方法は、各評価項目について、以下に示す４段階評価に

より得点を付与する。 

評価 評価内容 採点基準 

Ｓ 秀でて優れている 配点×1.0 

Ａ 優れている 配点×0.75 

Ｂ 提案は評価する 配点×0.5 

Ｃ 特に優れた点は見当たらない 配点×0.25 

選定委員会の各審査員の加点評価点を合計し、審査員人数で割った値を提

案点とする。 

提案点＝各審査員の加点評価点の合計÷審査員人数 

⑷ 優先交渉権者の決定 

本市は、選定された最優秀提案を提出した者を優先交渉権者として決定する。 
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第４ 審査の結果 

 １ 参加資格審査 

令和４年５月 12 日に募集要項等の公表を行い、令和 4 年５月 18日に受付を行

った結果、１者からの応募があり、参加資格要件を満たすことを確認した。 

 

２ 提案価格の確認 

市は、事業者から提出された提案書に記載された金額（提案価格）が、基準 

価格を上回っていることを確認した。 

 

３ 事業提案審査 

⑴ 基礎審査 

市は、事業者から提出された提案書類が、応募要項等に記載するすべての基

礎審査項目を満たしていることを確認した。 

以上から、事業者は要件を満たすことを確認し、基礎審査を合格とした。 

⑵ 加点審査 

事業者の提出した提案書の記載内容を基に選定委員会にて十分な議論を行 

ったうえで、優先交渉権者選定基準に基づき、各委員が４段階評価を行い、そ

の平均値を得点として付与した。 

加点項目審査の結果は次の表に示すとおりである。  
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⑶ 評価点 

 

⑷ 優先交渉権者の決定 

選定委員会は、Ａ（伊藤園株式会社）を優先交渉権者に決定した。 

 

  

評価

項目 
評価の視点 配点 Ａ 

事業

内容 

ＱＵＲＵＷＡ戦略を理解し、籠田公園に更なる賑わいを生むと

ともに周辺施設や店舗への波及効果を生むような内容となって

いるか。 

指定管理者との連携なども提案しているか。 

30 20.00 

まちの課題解決についての提案されているか。 

具体的には次のとおりです。 

・担い手の発掘/育成 

・まちの暮らしや来訪者への魅力となるコンテンツの充実 

・地域経済循環 

・空き家・空き店舗の活用 

20 15.00 

公園利用者（ターゲット）をどのように意識し、設定した事業

内容となっているか。 

どのような思いを持って公園利用者と接していくか。 

10 6.67 

岡崎の物産の使用、メニュー、PRするものなどがあり、どう

それを活かしていくか。 
10 8.33 

本事業を通して、どのように公園での過ごし方、使い方に付加

価値をつけていくか。 
10 5.83 

公園

活用 

事業以外に具体的な取り組み（イベントの実施や貸出物品の充

実など）があるか。 
15 12.50 

自由 

提案 

今後のＱＵＲＵＷＡ戦略やそれ以外のことなど、具体的かつ現

実的な事業などが提案されているか。 
5 3.75 

合計 100 72.08 
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第５ 審査の講評 

１ 選定委員会が評した事項 

⑴  事業内容 

   Ａは、自ら栽培する岡崎産のイチゴとメロンを商品に使用する点や、高い知

名度を活かして、籠田公園周辺だけではなく広域からの集客を意図している点

を高く評価した。 

⑵  公園活用 

   Ａは、籠田公園に平日の賑わいを創出するため、マルシェなど月に２回の平

日イベントを企画している点を高く評価した。 

⑶  自由提案 

   Ａは、自らの人脈を活かして、出店場所を求めているクリエーターをマルシ

ェに出店させ、地域との繋がりを生み出し、将来的なＱＵＲＵＷＡエリアの活

性化にも繋げることを意図している点を高く評価した。 

 

２ 審査の総評 

本事業は、籠田公園のにぎわいの創出、周辺地域の活性化（暮らしの質の向上・

エリアの価値向上）を目的とするものである。籠田公園はＱＵＲＵＷＡ戦略にお

ける重要な拠点施設の一つであることから、公園内に飲食物など販売することが

可能な施設を設けることで、民間主体の多様な利活用の促進を図り、公園の多様

な使い方の実現をするため、公募型プロポーザルにより事業者を選定することと

した。 

今回、事業者からの提案を頂いた提案書の内容についても便益機能の向上はも

ちろん、公園の新たな活用、来園者に対するサービスなど創意工夫が盛り込まれ、

敬意を表するとともに、深く感謝を申し上げる。 

選定委員会では、各審査項目について厳正かつ公正に審査を行った結果、伊藤

園株式会社を優先交渉権者とした。 

今後、優先交渉権者が、市から設置管理許可を取得し事業を推進することにな

るが、本事業をより良いものとするため、市と十分な協議を行い、提案内容を確

実に実行することを期待する。また、以下の点について、今後さらなる検討をし

ていただくことを要望する。 

 

・ＱＵＲＵＷＡ戦略をさらに詳しく理解し、自らの知名度と集客力を活かしてエ

リア価値の向上に資する事業展開を検討していくこと。 

・出店終了後に路面店を出店できるような事業展開を検討していくこと。 


